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みんなでつくる安心・安全なまち
第２回外傷サーベイランス委員会開催
　平成25年12月19日（木）、市役所水口庁舎に
おいて第２回セーフコミュニティ外傷サーベイラン
ス委員会が開催されました。外傷サーベイランス委
員会は、市内での事故やけがの発生状況を把握・分
析する役割と、セーフコミュニティ活動を評価・検
証する役割を担っていただいています。委員には、
消防署、警察署、保健所、医療機関等、安全や健康
の分野に携わる専門の方々にご参画いただいていま
す。
　今回の会議では、平成25年10月に発足したテー
マ別対策委員会の取り組み状況や課題について検討
していただきました。各対策委員会の取り組みは
12月現在、それぞれ５回の会議を経て、「対策委員
会として取り組むべき重点課題」を絞り込む段階ま
で進んでいます。重点課題とは、ポイントを押さえ
て効果的に活動を展開していくための基本となるも
ので、例えば自殺対策委員会においては「自殺の死
亡者は50歳から60歳までの男性に多い」「悩みが
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万一の交通事故に備えてご加入を

交通災害共済
　交通災害共済は、一人ひとりが少しずつ掛金を出し合い、不幸にして交通事故にあわれた方に見舞金を
送って支え合う、県下全市町で行っている共済制度です。

加入い�ただける方　市内に住民登録をされている方・
市内の事業所・学校などに勤務または在学され
ている方

年間掛金　１人につき500円
申込期間　２月１日～
共済期間　４月１日～平成27年３月31日
　　※途中加入も可能です。
加入方�法　区または自治会を通じて、各世帯に加入申

込書を配布します。また、市役所窓口や申込先
金融機関窓口にも加入申込書を備え付けていま
す。

　　　（振込でなく直接窓口でお申し込みください）
申込窓口　
・市役所
　　水口庁舎内市民窓口センター、　各地域市民センター

・金融機関（甲賀市内の本・支店）
　　�滋賀銀行、関西アーバン銀行、滋賀県信用組合、
甲賀農業協同組合、湖東信用金庫、滋賀県民信用
組合、近畿労働金庫

見舞金�のお支払い　共済期間内に道路で起きた車両等
による事故で怪我をされた場合、通院１日目か
ら見舞金が支給されます。（対象とならない場
合があります。）

見舞金額　二万円から百万円（死亡時）
　　　※詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ

☎65-0686／ 63-4582
生活環境課　生活交通係

税務署か
らの

お知らせ 申告書等の作成は国税庁ホームページの
「確定申告書等作成コーナー」で

画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税申告書などが作成できます。

当コーナーを利用した申告書の作成方法は２通りあります
（住民基本台帳カードがなくてもご利用いただけます）

住民基本台帳カードをお持ちでない方
（電子証明書付き）

住民基本台帳カードは、お住まいの市区
町村窓口で取得できます。

プリンタで印刷して郵送等で提出
（添付書類も同封してください。）

住民基本台帳カードをお持ちの方
（電子証明書付き）

別途ICカードリーダライタが必要です。
（家電量販店などで購入できます。）

インター
　　　ネット

で送信
e-Taxを利用して、
所得税及び復興特別所得税の申告をすると…
①還付金がスピーディー
②添付書類の提出省略
　（注）一定の要件があります。

イータックス

e-Tax

詳しくはe-Tax
ホームページをご覧ください。

※甲賀市の申告相談日程は、一部変更となっています。
　水口税務署の確定申告会場は「水口社会福祉センター福祉ホール」です。
　詳しくは、広報「あいこうか」１月15日号をご覧ください。

問い合わせ

☎62-0314
水口税務署　個人課税部門

あっても具体的な相談場所がわからない」等です。
　その他、対策委員会における運営上の問題点も併
せて検討していただき、「甲賀市にふさわしい取り
組みをしていくために、まずデータから状況や原因
を詳細に把握すること」「データが無いものについて
は収集方法を工夫すること」「新しい取り組みを考え
る前に、まずは既存の取り組みを活用し、これを充
実させていけばよいのではないか」等、さまざまな
意見や提案
をいただき
ました。
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